
  

 

 

 

 

 

 

 

３学期のスタート（始業式） 

 

１月９日（火）３学期の始業式をおこないました。冒頭、１月１日に発生した地震災害で亡くなられた方々へ

の哀悼の意を表すとともに一日も早い被災地の復興を願って全校で黙とうを捧げました。子どもたちが真剣に向

かう姿勢と思いは被災地に届いたと思います。さて、昨年度に続いて今年度の２学期の終業式も雪に伴う予定変

更で１日早い終業式になり、子供たちも少し戸惑いながらの冬休みとなってしまいました。しかし、今日の登校

時には、それぞれが元気な声で「おはようございます」「新年あけましておめでとうございます。今年もよろしく

お願いします」と挨拶をしてくれました。始業式の話の中で「冬休みは楽しかったですか」と尋ねると、休み中

の出来事を思い出したかのように笑顔になって「楽しかった」と答えてくれました。子どもたちの笑顔が見られ

たことで「よかった」という安堵感に包まれました。 

３学期は、新しい一年がはじまる学期ではありますが、学年のまとめの学期です。自分がやりたいことを考え、

目標を決め、達成するために何を学ぶか、どのように動くかなど、自分なりの取り組み方を大切に、学校生活を

送ってほしいと思います。ステップアップする自分への宝物探しをたくさんしてほしいと思います。 

今学期も「元気いっぱい」「やる気いっぱい」「力いっぱい」「笑顔いっぱい」の附属っ子でいてください。 

 

始業式では、各学部代表が３学期の目標（めあて）を発表してくれました。抜粋して紹介します。 

附属特別支援学校だより（１月号） 

  にっこり笑顔
発行：校長 菅 昌徳

小学部代表：図工で つくることを がんばります。 

校外学習が たのしみです。 

卒業式 を がんばります。 

 

中学部代表：マラソン大会の練習はきついけど、一生懸命走りたいです。 

      ３年生はもうすぐ卒業です。高校生になるために時間を守ることをがんばります。 

 

高等部代表：数学の計算をがんばります。 

理由は卒業したらほしいものがいっぱいあるので、働いてもらったお給料を計画的 

に使えるようになりたいから 

学校生活では、もうすぐ卒業なのでみんなと楽しく笑って生活したいです。 

将来自分がしたいことがたくさんできるように、勉強や体調管理をがんばります。 


